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◎サンプル情報

（２）化学性分析結果
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※この設計はあくまで目安です。農協・普及センターの助言のもとに施肥設計して下さい。

設計区分 ３回刈採草地（４）施肥設計結果
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備 考

農協名 農家名

塩基飽和度

6.0 10.0
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請求者名

圃場番号

13.5 6.0

土壌の種類

ＢＢ８４０採草２号 25 25 25 75

6.0 10.5 22.5 3.0 7,204

採取年月日圃場面積

1055 十勝農協連分析係 999

第１燐安 7 7 6 20

6.2 10.2 12.7 6.3 6,312

硫安 7 7 6 20

サルポマグ 12 12 11 35

硫加 3 3 4 10
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十勝農協連分析係

作成日：
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1055 十勝農協連分析係
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（１）圃場の状況
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３回刈採草地

施肥の目安量

配合肥料主体

Ｎ Ｐ Ｋ Ｍｇ

肥料名 早春 １番刈後 ２番刈後 年間合計 肥料名 早春 １番刈後 ２番刈後 年間合計

単肥配合

（７）総合評価

※この総合評価はあくまで参考です。農協・普及センターの助言のもとに土壌改良して下さい。

ｐＨが低いので矯正する必要があります。
りん酸含量は適正です。
加里が多いので、加里の減肥が可能です。
苦土が少ないので、苦土資材を施用するか、苦土肥料を増肥して下さい。

設計区分

項目

（６）施肥設計結果（有機物施用による減肥計算あり）

※この設計はあくまで目安です。農協・普及センターの助言のもとに施肥設計して下さい。

分析値からの設計

有機物による減肥

最終施肥設計

9999年9月9日
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農協名 農家名請求者名

圃場番号 土壌の種類採取年月日圃場面積

1055

施肥量と金額

十勝農協連分析係 999十勝農協連分析係1055 十勝農協連分析係

9 9999年 9月 9日 褐色火山性土9.0
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施肥量と金額
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（５）有機物の利用状況

単位:kg/10a

●造成・更新時の有機物施用量

投入年月

●維持管理段階での有機物施用量

前年本年種類

堆肥

スラリー

尿
※造成後３年目まで減肥換算

※堆肥は施用後２年目まで減肥換算
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4.0 9.0 10.5 6.0

18 19 55

4.4 7.7 16.5 2.2 5,283

第１燐安 7 7 6 20

4.1 10.2 10.2 6.3 5,309

硫安 3 3 4 10

サルポマグ 12 12 11 35

硫加 2 2 1 5




